
平成™˜年 月˜�日 水曜日 第œ˜œ�号官 報
〇
総
務
省
告
示
第
四
百
四
十
八
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
及
び
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
六
年
総
務
省
告
示
第
六
百
九
十
六
号
（
放
送
受
信

者
等
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
件
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
六
日総

務
大
臣

佐
藤

勉

第
二
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

受
信
者
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り

定
め
る
基
本
方
針
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
取
得
さ
れ
る
個
人
情
報

の
取
得
元
又
は
そ
の
取
得
方
法
を
で
き
る
限
り
具
体

的
に
明
記
す
る
旨

二

第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
委
託
の
有
無
及
び
委

託
す
る
事
務
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
等
、
委
託
処

理
の
透
明
化
を
進
め
る
旨

三

本
人
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
の
発
送
停
止
等
、
自
主
的
に
当
該
本
人
が

識
別
さ
れ
る
保
有
個
人
デ
ー
タ
の
利
用
の
停
止
又
は

消
去
に
応
じ
る
旨

第
二
十
九
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
四
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

受
信
者
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
第
二
項
の
場
合
に
お

い
て
、
認
定
個
人
情
報
保
護
団
体
に
加
入
し
て
い
る
場

合
に
は
、
当
該
事
実
関
係
及
び
当
該
再
発
防
止
対
策
に

つ
き
当
該
認
定
個
人
情
報
保
護
団
体
に
報
告
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
指
針
の
規
定
に
つ
い
て
の
解
説
等
の
作
成
及
び
公

表
）

第
三
十
一
条

総
務
省
は
、
こ
の
指
針
に
つ
い
て
受
信
者

情
報
取
扱
事
業
者
等
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
こ
の
指

針
の
規
定
に
つ
い
て
の
解
説
及
び
解
釈
並
び
に
こ
の
指

針
の
規
定
に
係
る
具
体
的
な
事
例
を
示
し
た
文
書
を
作

成
し
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
二
十
九
号

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
市

町
長
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
っ
て
戸
籍
事
務
を
取
り

扱
う
市
区
町
村
長
に
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
三
日
か
ら
効
力
を

生
ず
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
六
日法

務
大
臣

森

英
介

東
京
都
国
立
市
長

神
奈
川
県
足
柄
上
郡
山
北
町
長

千
葉
県
木
更
津
市
長

大
阪
府
泉
南
市
長

宮
崎
県
児
湯
郡
新
富
町
長

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
三
十
号

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
町

長
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
っ
て
戸
籍
事
務
を
取
り
扱

う
市
区
町
村
長
に
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
十
日
か
ら
効
力
を

生
ず
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
六
日法

務
大
臣

森

英
介

福
島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町
長

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
三
十
一
号

熊
本
県
上
天
草
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
の
一
部
が
滅

失
し
た
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
六
日法

務
大
臣

森

英
介

熊
本
県
上
天
草
市
姫
戸
町
姫
浦
三
千
五
十
五
番
地
六
十

九

後
藤

修

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
三
十
二
号

不
動
産
登
記
規
則（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）

第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第
二
号
並
び
に

第
百
九
十
三
条
第
五
項
第
二
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
規

則
及
び
他
の
省
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並

び
に
不
動
産
登
記
規
則
第
二
百
三
十
八
条
第
五
項
第
二

号
、
抵
当
証
券
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
年
司
法
省
令
第
二

十
二
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
第
二
号
、
鉱
害
賠
償
登
録

規
則
（
昭
和
三
十
年
法
務
省
令
第
四
十
七
号
）
第
十
一
条

第
五
項
第
二
号
及
び
第
二
十
条
第
二
号
、
船
舶
登
記
規
則

（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
二
十
七
号
）
第
二
十
一
条
第

一
項
第
二
号
及
び
第
四
十
五
条
第
五
項
第
二
号
、
農
業
用

動
産
抵
当
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
二
十
九

号
）
第
三
十
六
条
第
五
項
第
二
号
並
び
に
建
設
機
械
登
記

規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
三
十
号
）
第
三
十
一
条

第
五
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
登
記
所
を
指
定

す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
六
日法

務
大
臣

森

英
介

〇
外
務
省
告
示
第
四
百
七
十
七
号

平
成
二
十
一
年
八
月
十
三
日
に
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
王
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の

書
簡
の
交
換
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ

た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
済
社
会

開
発
努
力
推
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
両
政
府
の
関
係
当

局
が
合
意
す
る
生
産
物
及
び
役
務
を
購
入
す
る
た
め
の

資
金
を
贈
与
す
る
こ
と
。

２

贈
与
額

十
億
円

３

署
名
者

日

本

側

篠
原
勝
弘
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
大
使

カ
ン
ボ
ジ
ア
側

ハ
オ
・
ナ
ム
ホ
ン
副
首
相
兼
外
務
・

国
際
協
力
大
臣

平
成
二
十
一
年
九
月
十
六
日外

務
大
臣

中
曽
根
弘
文

登

記

所

指
定
の
効
力
が
生
ず
る
日

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十

六
日

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
一

年
法
務
省
令
第
四
十
一

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
前
橋

地
方
法
務
局
に
お
い
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
当
該
法
人
の
申
請
又
は

請
求
が
あ
っ
た
場
合
の
前

橋
地
方
法
務
局
太
田
支

局
、
沼
田
支
局
及
び
中
之

条
支
局

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
一
年
十
月
十
九

日

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
一

年
法
務
省
令
第
四
十
一

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
佐
賀

地
方
法
務
局
に
お
い
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
当
該
法
人
の
申
請
又
は

請
求
が
あ
っ
た
場
合
の
佐

賀
地
方
法
務
局
唐
津
支
局

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
一
年
十
月
五
日

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
一

年
法
務
省
令
第
四
十
一

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
熊
本

地
方
法
務
局
に
お
い
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
当
該
法
人
の
申
請
又
は

請
求
が
あ
っ
た
場
合
の
熊

本
地
方
法
務
局
玉
名
支
局

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
一
年
十
月
十
三

日

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
一

年
法
務
省
令
第
四
十
一

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
鹿
児

島
地
方
法
務
局
に
お
い
て

取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
当
該
法
人
の
申
請

又
は
請
求
が
あ
っ
た
場
合

の
鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄

美
支
局
及
び
与
論
出
張
所

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
一
年
十
月
十
九

日

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
一

年
法
務
省
令
第
四
十
一

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
福
島

地
方
法
務
局
に
お
い
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
当
該
法
人
の
申
請
又
は

請
求
が
あ
っ
た
場
合
の
福

島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

及
び
二
本
松
出
張
所

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十

六
日

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
一

年
法
務
省
令
第
四
十
一

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
高
松

法
務
局
に
お
い
て
取
り
扱

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
当

該
法
人
の
申
請
又
は
請
求

が
あ
っ
た
場
合
の
高
松
法

務
局
丸
亀
支
局
、
観
音
寺

支
局
及
び
寒
川
出
張
所

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
一
年
十
月
十
三

日

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
二
十
一

年
法
務
省
令
第
四
十
一

号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の

商
業
登
記
の
事
務
が
松
山

地
方
法
務
局
に
お
い
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
当
該
法
人
の
申
請
又
は

請
求
が
あ
っ
た
場
合
の
松

山
地
方
法
務
局
西
条
支
局

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
十
六
日
か
ら
施
行

す
る
。
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